
現行
見直し後

令和 4 年 10 月 1 日～ 令和 5 年 10 月 1 日～

交付対象 改定 70 歳以上の方 75 歳以上（※）で、合計所得金額 700 万円未満の方

敬老乗車証
（フリーパス証）の
利用者負担金 改定

所得に応じ、
年額 3,000円～15,000円

・ 月額 250 円～ 1,250 円
・ 生活保護受給者等は 0 円

所得に応じ、
年額 6,000円～30,000円

・ 月額 500 円～ 2,500 円
・ 生活保護受給者等は 0 円

所得に応じ、
年額 9,000円～45,000円

・ 月額 750 円～ 3,750 円
・ 生活保護受給者等は 0 円

敬老バス回数券 
新設 な し

新設

・ 最大、額面 10,000 円の
回数券を半額（5,000 円
を限度）で交付・ ただし、
フリーパス証との選択制

民営バス証の適用地域
の一部拡大 充実 適 用 地 域 の 変 更 な し 適用地域の一部拡大

※  年齢の引上げは2年に1歳ずつ10年間で段階的に行います。

10
月
31
日
に
執
行
さ
れ
た
衆

議
院
議
員
総
選
挙
で
は
、
自
由
民

主
党
は
単
独
過
半
数
を
確
保
し
、

引
き
続
き
我
が
国
の
政
権
を
担
う

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
国
民
の
声

を
真
摯
に
受
け
止
め
て
形
に
し

て
、
信
頼
と
共
感
を
得
ら
れ
る
政

治
を
更
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

か
た
や
、
京
都
市
に
お
い
て

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

今
回
の
敬
老
乗
車
証
制

度
の
見
直
し
は
、
交
付
開

始
年
齢
を
75
歳
ま
で
引
き

上
げ
る
と
と
も
に
、
負
担

金
を
所
得
に
応
じ
て
引
き

上
げ
る
内
容
で
す
が
、
同

等
の
価
値
が
あ
る
市
バ
ス
・

地
下
鉄
共
通
全
線
定
期
券
は

2
0
5
、5
2
0
円
で
あ
り
、

持
続
可
能
な
制
度
と
す
る
た

め
に
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
敬
老
バ
ス
回
数

券
の
導
入
及
び
民
営
バ
ス
敬

老
乗
車
証
の
適
用
地
域
の
一

部
拡
大
と
い
っ
た
、
交
付
率

や
利
便
性
の
向
上
や
、
市
税

負
担
額
が
現
在
の
52
億
円
か

ら
10
年
後
に
は
25
億
円
と
な

り
、
33
億
円
の
財
政
効
果
が

見
込
め
ま
す
。

自
由
民
主
党
市
会
議
員
団

は
、
敬
老
乗
車
証
制
度
を
持

続
可
能
な
制
度
と
す
る
た
め
、

こ
れ
か
ら
も
し
っ
か
り
と
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

症
対
応
と
同
時
に
、
か
つ
て
な
い

規
模
の
財
政
危
機
に
直
面
し
て
お

り
、
今
般
策
定
し
た
行
財
政
改
革

計
画
に
基
づ
い
て
本
市
が
独
自
に

取
り
組
ん
で
き
た
施
策
の
見
直
し

が
求
め
ら
れ
る
な
ど
、
厳
し
い
決

断
が
迫
っ
て
い
ま
す
。

総
務
消
防
委
員
会

⃝ 
年
々
、
激
甚
化
し
て
い
る
自
然
災

害
等
を
踏
ま
え
、
あ
ら
ゆ
る
災
害

に
備
え
た
取
組
を
進
め
る
こ
と
。

⃝ 

市
有
財
産
の
有
効
活
用
を
推
進
す

る
こ
と
。

⃝ 

京
都
刑
務
所
、
京
都
拘
置
所
、
京

都
運
輸
支
局
を
は
じ
め
と
し
た
国

有
地
の
有
効
活
用
を
進
め
る
こ
と
。

⃝ 

オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
行
政
手
続
き
、

G
I
G
A
ス
ク
ー
ル
構
想
な
ど
、

デ
ジ
タ
ル
化
を
早
期
に
実
現
す
る

こ
と
。

文
化
環
境
委
員
会

⃝ 

ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備
・
改
修
に

民
間
活
力
を
導
入
し
、
効
率
的
・

効
果
的
な
活
用
を
行
う
こ
と
。

⃝ 

文
化
（
財
）
を
次
世
代
に
引
き
継

ぐ
た
め
、
文
化
観
光
資
源
保
護
基

金
の
活
用
や
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
、
ふ
る
さ
と
納
税
等
の

取
組
を
着
実
に
進
め
る
こ
と
。

子
育
て
世
代
の
負
担
軽
減
策
等
の 

支
援
を
進
め
る
こ
と
。

     ま
ち
づ
く
り
委
員
会

⃝ 

若
年
層
・
子
育
て
世
代
が
暮
ら
し

や
す
い
住
宅
の
供
給
な
ど
に
努
め

る
こ
と
。

⃝ 
空
き
家
対
策
等
に
積
極
的
に
取
り

組
む
こ
と
。

⃝ 

京
都
市
と
大
津
方
面
や
亀
岡
方
面

を
繋
ぐ
国
道
1
号
や
9
号
に
つ
い

我
々
、
自
由
民
主
党
京
都
市

会
議
員
団
は
、
本
市
の
予
算
・
決

算
を
認
め
て
き
た
一
方
で
改
革
も

求
め
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
今

後
は
各
施
策
を
単
に
見
直
す
だ
け

で
は
な
く
、
必
要
性
の
高
い
施
策

の
持
続
可
能
性
を
追
求
す
べ
き
で

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
つ
い
て

は
、
行
財
政
改
革
の
取
組
と
都
市

の
成
長
戦
略
で
、
覚
悟
を
持
っ
て

今
あ
る
危
機
を
全
庁
一
丸
で
乗
り

越
え
る
こ
と
を
求
め
、
令
和
4
年

度
要
望
を
提
出
し
ま
し
た
。

⃝ 

京
都
市
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
性

化
推
進
条
例
の
市
民
理
解
を
進
め

る
と
と
も
に
、
地
域
活
性
化
や
担

い
手
確
保
の
た
め
の
取
組
を
行
う

こ
と
。

⃝ 

脱
炭
素
社
会
の
実
現
を
目
指
し
、

地
球
温
暖
化
対
策
を
更
に
推
進
す

る
こ
と
。

教
育
福
祉
委
員
会

⃝ 
新
た
な
生
活
様
式
へ
の
対
応
を
踏

ま
え
、「
電
子
図
書
館
」
の
導
入
を

検
討
す
る
こ
と
。

⃝ 

新
型
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
医
療
体

制
の
充
実
と
と
も
に
、
感
染
者
等

に
対
す
る
偏
見
や
差
別
が
生
じ
な

い
よ
う
取
組
を
徹
底
す
る
こ
と
。

⃝ 

新
型
コ
ロ
ナ
の
収
束
に
向
け
、
国

や
京
都
府
と
連
携
し
、
感
染
拡
大

防
止
対
策
を
一
層
進
め
、
京
都
経

済
回
復
へ
の
取
組
に
努
め
る
こ
と
。

⃝ 

子
ど
も
を
健
や
か
に
生
み
育
て
る

事
が
で
き
る
社
会
環
境
の
整
備
と

て
、
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
強
化
に

取
り
組
む
こ
と
。

⃝ 

公
園
の
魅
力
が
向
上
し
、
地
域
の

活
性
化
に
つ
な
が
る
よ
う
、
民
間

の
柔
軟
な
発
想
を
生
か
し
、
最
大

限
に
利
活
用
す
る
こ
と
。

産
業
交
通
水
道
委
員
会

⃝ 

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
を
見
据
え
た
経
済
回

復
に
備
え
、
基
幹
産
業
の
一
つ
で

あ
る
観
光
に
お
い
て
、
市
民
に
共

感
さ
れ
る
施
策
を
構
築
す
る
こ
と
。

⃝ 

新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
り
収
入
が
減
収

し
た
す
べ
て
の
事
業
者
が
事
業
を

継
続
で
き
る
よ
う
に
、
各
種
対
策

を
講
じ
る
こ
と
。

⃝ 

民
間
公
共
交
通
と
連
携
し
、
市
バ

ス
・
地
下
鉄
等
の
利
便
性
向
上
を

進
め
る
こ
と
。

⃝ 

上
下
水
道
と
も
に
、
引
き
続
き
老

朽
管
の
取
替
え
事
業
を
計
画
的
に

進
め
る
こ
と
。

昨
年
ま
で
の
要
望
項
目
に
つ
い
て
も
引
き
続
き
取
組
の
推
進
を
求
め
ま
す

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
対
応
の
状
況
を
踏
ま
え
、
要
望
項
目
を
厳
選
し
ま
し
た
。

今
回
の
要
望
に
つ
い
て

敬老乗車証制度を守る

に
要
望

ー
コ
ロ
ナ
禍
へ
の
対
策
を
厳
選

ー

令
和
４
年
度

予
算
・
施
政
方
針
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関
係
に
お
い
て
、
本
計
画
を
ど
の

よ
う
に
位
置
づ
け
、
ど
の
よ
う
に

施
策
を
推
進
し
て
い
く
の
か
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。

■
門
川
大
作
市
長
（
答
弁
）「
真
の

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
推

進
計
画
」
と
統
合
し
、「
男
女
共
同

参
画
」
と
「
働
き
方
改
革
」
の
施

策
を
よ
り
一
体
的
・
効
果
的
に
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
本
計
画
の
下
、
国
と
府

と
も
十
分
連
携
し
、
法
改
正
の
動

向
を
注
視
し
な
が
ら
、
女
性
活
躍

推
進
、
多
様
で
柔
軟
な
働
き
方
の

促
進
、
あ
ら
ゆ
る
暴
力
の
根
絶
や

困
難
な
状
況
に
お
か
れ
て
い
る
方

へ
の
き
め
細
か
な
支
援
等
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

■
山
本
恵
一
議
員
（
質
問
）
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
と
付
き

合
い
な
が
ら
、
市
民
の
皆
様
、
観

光
客
、
事
業
者
そ
れ
ぞ
れ
に
と
っ

て
、
観
光
の
恩
恵
を
享
受
で
き
る

持
続
可
能
な
観
光
の
実
現
に
向
け

て
、
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の

か
。
併
せ
て
、
都
市
間
競
争
が
激

し
く
な
っ
て
い
る
修
学
旅
行
に
つ

い
て
も
、
今
後
い
か
に
誘
致
に
取

り
組
ん
で
い
か
れ
る
の
か
、
お
考

え
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

■
門
川
大
作
市
長（
答
弁
）地
域
や

環
境
に
配
慮
し
た
取
組
を
進
め
る

な
ど
、
京
都
観
光
行
動
基
準
の
実

践
に
努
め
つ
つ
、
観
光
の
力
強
い

回
復
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま

た
、
産
業
や
雇
用
な
ど
の
経
済
効

果
だ
け
で
な
く
、
ま
ち
づ
く
り
の

進
展
、
地
域
活
性
化
、
国
際
親
善

な
ど
、
観
光
が
も
た
ら
す
効
果
に

つ
い
て
市
民
の
皆
様
に
実
感
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
、
広
報
媒
体
や

周
知
方
法
も
工
夫
し
て
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
修
学
旅
行
に
つ
い
て

も
安
心
安
全
を
確
保
し
な
が
ら
、

S
D
G
ｓ
未
来
都
市
・
京
都
の

魅
力
も
活
か
し
誘
致
に
取
り
組
み
、

持
続
可
能
な
新
し
い
京
都
観
光
の

実
現
に
全
力
を
尽
く
し
ま
す
。

林
業
の
成
長
産
業
化

新
し
い
担
い
手
育
成

■
山
本
恵
一
議
員
（
質
問
）
本
市

に
お
け
る
森
林
経
営
管
理
制
度
の

今
後
の
展
開
に
つ
い
て
、
市
長
の

お
考
え
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

■
門
川
大
作
市
長
（
答
弁
）
過
去

10
年
間
に
施
業
履
歴
の
な
い
人
工

林
と
そ
の
所
有
者
の
把
握
を
完
了

し
、
今
年
度
か
ら
は
対
象
人
工
林

の
所
有
者
に
対
し
て
今
後
の
森
林

経
営
に
関
す
る
意
向
調
査
と
制
度

の
趣
旨
説
明
を
順
次
実
施
し
て
い

ま
す
。
事
業
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、

京
都
府
と
も
し
っ
か
り
と
連
携
し
、

森
林
環
境
譲
与
税
や
豊
か
な
森
を

育
て
る
府
民
税
を
計
画
的
か
つ
有

効
に
活
用
す
る
こ
と
で
、
林
業
の

成
長
産
業
化
や
担
い
手
の
育
成
等

も
併
せ
て
推
進
し
、
鋭
意
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

男
女
共
同
参
画
計
画 

多
様
で
柔
軟
な
働
き
方

■
山
本
恵
一
議
員
（
質
問
）
第
5

次
に
わ
た
っ
て
策
定
し
て
き
た

「
京
都
市
男
女
共
同
参
画
計
画
」

に
つ
い
て
、
今
後
、
国
や
法
と
の

■
西
村
義
直
議
員
（
質
問
）
市
民

の
暮
ら
し
や
社
会
経
済
活
動
を
下

支
え
す
る
市
バ
ス
・
地
下
鉄
事
業

を
ど
う
運
営
し
、
持
続
可
能
な
経

営
と
す
る
の
か
、
市
長
の
覚
悟
と

決
意
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
上
下
水
道
事
業
の
今
後

の
経
営
に
対
す
る
覚
悟
と
決
意
を

伺
い
ま
す
。

■
門
川
大
作
市
長
（
答
弁
）
暮
ら

し
と
多
様
な
都
市
活
動
を
支
え

る
重
要
な
都
市
基
盤
で
あ
る
市
バ

ス
・
地
下
鉄
を
次
の
世
代
に
も
継

承
す
る
た
め
、
市
民
の
皆
様
に
御

不
便
や
御
負
担
を
お
か
け
し
ま
す

が
、
両
事
業
の
安
定
経
営
の
実
現

に
向
け
て
全
力
で
取
り
組
み
、
市

バ
ス
・
地
下
鉄
を
守
り
抜
き
ま
す
。

ま
た
、
上
下
水
道
事
業
の
経
営
の

効
率
化
を
徹
底
し
施
設
の
長
寿
命

化
を
一
層
推
進
す
る
な
ど
市
民

生
活
の
重
要
な
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
を

し
っ
か
り
守
り
続
け
ま
す
。

住
環
境
整
備
と
両
立

す
る
市
街
化
調
整
を

■
西
村
義
直
議
員
（
質
問
）
市
街

化
調
整
区
域
の
活
性
化
は
、
豊
か

な
自
然
を
守
る
こ
と
と

多
く
の
人
が
住
み
た
い

と
感
じ
る
住
環
境
の
整

備
と
を
両
立
さ
せ
な
が

ら
進
め
て
い
く
こ
と
が

大
事
で
あ
り
、多
様
な
住

ま
い
方
を
選
択
し
な
が

ら
住
み
続
け
ら
れ
る
こ

と
が
、京
都
市
の
人
口
減

少
に
も
歯
止
め
を
か
け
、

持
続
可
能
な
都
市
の
構

築
に
繋
が
る
も
の
と
確

信
し
ま
す
が
、本
市
の
考

え
方
を
伺
い
ま
す
。

■
門
川
大
作
市
長
（
答

弁
）
先
般
市
民
意
見
募

集
を
行
っ
た
都
市
計
画

法
第
34
条
第
11
号
に
基
づ
く
条
例

の
制
定
で
は
、
対
象
と
な
る
集
落

や
土
地
に
つ
い
て
一
定
条
件
の
下

で
、
新
た
に
移
り
住
む
方
の
住
宅

の
新
築
等
が
行
え
る
も
の
で
あ
り
、

こ
の
取
組
が
地
域
の
活
性
化
に
資

す
る
よ
う
、
令
和
4
年
4
月
の
施

行
を
目
指
し
、
着
実
に
進
め
ま
す
。

引
き
続
き
、
市
街
化
調
整
区
域

の
皆
様
に
寄
り
添
い
な
が
ら
、
地

域
の
思
い
や
将
来
像
を
汲
み
取
り
、

こ
れ
ま
で
の
手
法
を
組
み
合
わ
せ
、

持
続
可
能
で
魅
力
と
活
力
あ
る
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン

で
共
生
社
会
の
実
現

■
西
村
義
直
議
員
（
質
問
）
共
生

社
会
の
実
現
に
向
け
た
本
市
の
ユ

ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
・
バ
リ
ア

フ
リ
ー
施
策
の
現
状
と
今
後
の
展

望
に
つ
い
て
本
市
の
考
え
を
伺
い

ま
す
。

■
吉
田
良
比
呂
副
市
長
（
答
弁
）

本
市
で
は
、
他
都
市
に
先
駆
け
、

み
や
こ
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン

推
進
条
例
を
制
定
し
、
誰
も
が
利

用
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
、
情
報

の
伝
達
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
推

進
は
共
生
社
会
の
実
現
に
も
不
可

欠
な
要
素
で
す
。
一
人
一
人
の

様
々
な
気
付
き
が
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

デ
ザ
イ
ン
の
推
進
に
つ
な
が
る
こ

と
か
ら
、
普
及
啓
発
に
一
層
注
力

し
、
今
後
、
民
間
企
業
や
大
学
と

も
連
携
し
、
新
た
な
ア
イ
デ
ア
や

技
術
を
取
り
入
れ
た
実
践
を
進
め

ら
れ
る
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

市
民
の
足  

市
バ
ス
・
地
下
鉄

1			地球温暖化対策について
2			環境や社会に配慮した消費行動，エシカル消費について
3			持続可能な京都観光の実現について
4			森林経営管理制度について
5		新しい消防体制の在り方について
6			今後の男女共同参画推進について
7			京都マラソン及びワールドマスターズゲームズ2021関西	
JAPANについて（要望）

⃝山本恵一議員の質問項目⃝

次
世
代
に
向
け
て
守
り
抜
く

安
定
経
営
の
た
め
市
民
の
理
解
と
協
力
を

山
本
恵
一 

議
員

⃝

北
区

八
坂
通

1			公営企業の見通しについて
2		市街化調整区域における今後の都市計画
について

3			バリアフリーの現状と展望について
4		市民生活に寄り添うデジタル化推進につ
いて

5			西京区の道路整備について（要望）

⃝西村義直議員の質問項目⃝

市
街
化
調
整
区
域
の
活
性
化
へ

西
村
義
直 

議
員

⃝

西
京
区

市
民
に
も
実
感
で
き
る
効
果
を

都
市
間
競
争
の
激
し
い
修
学
旅
行
誘
致

観
光
の
恩
恵
を
取
り
戻
す

令和3年11月14日自由民主党京都市会議員団ニュース第73号
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■
田
中
た
か
の
り
議
員
（
質
問
）

子
育
て
世
代
の
京
都
市
か
ら
の
流

出
は
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま

す
が
、
保
育
施
設
等
の
整
備
に
よ

り
、
国
基
準
で
8
年
連
続
と
な
る

待
機
児
童
ゼ
ロ
を
達
成
し
ま
し
た
。

　

一
方
、
京
都
市
の
保
育
施
設
は
、

4
月
現
在
、
児
童
数
2
3
4
9
人

分
、
半
数
以
上
の
2
3
9
の
保
育

施
設
で
定
員
が
割
れ
て
い
る
状
態

も
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
、
今
あ
る
施
設
を
柔
軟
か

つ
有
効
に
活
用
し
、
子
ど
も
た
ち

の
保
育
環
境
を
守
る
責
任
が
あ
る

と
思
い
ま
す
が
、
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
伺
い
ま
す
。

■
吉
田
良
比
呂
副
市
長
（
答
弁
）

保
育
の
利
用
に
あ
っ
て
は
、
子
ど

も
た
ち
へ
の
保
育
内
容
の
充
実
を

取
り
組
む
と
と
も
に
、
保
護
者
に

対
し
て
も
、
丁
寧
な
利
用
調
整
に

取
り
組
み
ま
す
。
保
育
施
設
の
定

員
は
、
運
営
費
に
影
響
す
る
こ
と

か
ら
、
本
市
補
助
金
の
検
討
の
中

で
精
査
し
て
ま
い
り
ま
す
。

財
源
が
減
少
す
る
中

都
市
の
成
長
戦
略
構
築

■
田
中
た
か
の
り
議
員
（
質
問
）

国
か
ら
の
地
方
交
付
税
に
よ

り
、
京
都
市
に
住
む
住
民
に

一
定
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
が
提

供
で
き
る
財
源
を
配
分
さ
れ

て
い
ま
す
。
同
時
に
、
京
都

市
は
、
独
自
の
施
策
に
取
り

組
む
た
め
に
、
市
税
収
入
を

増
や
す
こ
と
に
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。

　

一
方
、
市
税
収
入
が
増
加

し
て
も
、
国
の
制
度
改
正
に

よ
り
、
年
々
、
地
方
交
付
税

が
削
減
さ
れ
た
結
果
、
一
般
財
源

収
入
は
減
少
傾
向
に
あ
り
、
京
都

市
の
財
政
構
造
は
厳
し
く
な
っ
て

い
ま
す
。

　

今
後
、
安
定
し
た
財
源
確
保
に

向
け
、
京
都
市
が
示
す
都
市
の
成

長
戦
略
を
実
行
し
、
ひ
と
と
企
業

に
選
ば
れ
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
都

市
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
産
業
が
集

積
す
る
都
市
を
目
指
す
必
要
が
あ

る
と
思
い
ま
す
が
、
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
伺
い
ま
す
。

■
門
川
大
作
市
長
（
答
弁
）
優
れ

た
文
化
や
大
学
の
知
の
集
積
等
の

本
市
の
魅
力
を
活
用
し
、
京
都
な

ら
で
は
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
都
市

を
実
現
し
、
国
内
外
へ
の
情
報
発

信
や
積
極
的
な
企
業
へ
の
働
き
か

け
を
進
め
、
ひ
と
と
企
業
に
選
ば

れ
る
成
長
戦
略
を
実
現
し
て
ま
い

り
ま
す
。

地
域
企
業
の
手
本
に

市
職
員
働
き
方
改
革

■
田
中
た
か
の
り
議
員
（
質
問
）

京
都
市
で
は
、
職
員
に
、
人
を
大

切
に
し
、
生
活
の
中
に
文
化
を
息

づ
か
せ
、
地
域
の
絆
の
大
切
さ
を

再
認
識
す
る
な
ど
、
生
き
方
そ
の

も
の
を
見
直
し
、
京
都
企
業
の
手

本
と
な
る
「
ひ
と
を
大
切
に
す
る

京
都
な
ら
で
は
の
働
き
方
改
革
」

の
実
践
を
求
め
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
は
、
職
員
一
人
一
人

の
変
化
す
る
意
識
と
ア
イ
デ
ア
が

大
切
だ
と
思
い
ま
す
が
、
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
伺
い
ま
す
。

■
門
川
大
作
市
長
（
答
弁
）
職
員

一
人
一
人
が
持
ち
う
る
能
力
を
余

す
こ
と
な
く
発
揮
し
、
前
例
に
と

ら
わ
れ
ず
、
挑
戦
と
改
革
す
る
組

織
作
り
に
向
け
、
多
様
で
柔
軟
な

働
き
方
改
革
を
推
進
し
ま
す
。

す
か
？

■
鈴
木
章
一
郎
副
市
長
（
答
弁
）

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
契
機
に
、
改
め

て
ス
ポ
ー
ツ
に
対
す
る
市
民
の
関

心
が
高
ま
る
中
、
特
に
期
待
が
集

ま
っ
て
い
る
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
に

つ
い
て
は
、
既
存
公
園
を
活
用
し

た
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
練
習
場
所
の

試
行
実
施
を
始
め
ま
す
。

　

ま
た
、
災
害
時
に
発
生
す
る
樹

木
な
ど
の
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
等
と

し
て
使
用
し
て
い
る
宝
が
池
公
園

の
低
利
用
・
未
利
用
地
に
つ
い
て
、

公
民
連
携
公
園
利
活
用
ト
ラ
イ
ア

ル
事
業
を
進
め
て
お
り
、
民
間
事

業
者
の
柔
軟
な
発
想
を
取
り
入
れ
、

様
々
な
利
活
用
の
可
能
性
に
つ
い

て
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

松
賀
茂
公
園
予
定
地

等
の
有
効
活
用

■
豊
田
恵
美
議
員
（
質
問
）
松
賀

茂
公
園
予
定
地
（
松
賀
茂
苗
圃
跡

地
）
は
長
年
未
整
備
で
、
資
産
の

価
値
に
応
じ
た
活
用
が
な
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
。
整
備
着
手
で
き
て
い

な
い
公
園
予
定
地
に
つ
い
て
は
、

あ
ら
ゆ
る
活
用
の
可
能
性
を
検
討

す
る
べ
き
で
す
。

■
鈴
木
章
一
郎
副
市
長
（
答
弁
）

柔
軟
な
発
想
で
の
活
用
が
求
め
ら

れ
て
お
り
、「
こ
れ
ま
で
の
考
え

方
を
見
直
し
」、
売
却
も
視
野
に

そ
の
あ
り
方
を
検
討
し
て
ま
い
り

ま
す
。
各
施
設
が
持
つ
機
能
を
改

め
て
点
検
し
、
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
で
検

討
を
行
い
ま
す
。

区
役
所
機
能
強
化
の

推
進
つ
い
て

■
豊
田
恵
美
議
員
（
質
問
）
区
役

所
内
に
コ
ン
ビ
ニ
・
カ
フ
ェ
・
郵

便
局
・
図
書
館
・
調
剤
薬
局
等
が

あ
れ
ば
、
窓
口
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

以
外
で
の
来
庁
者
が
増
え
、
区
役

所
が
多
面
的
機
能
を
有
す
る
「
新

し
い
ま
ち
づ
く
り
の
拠
点
」
に
な

り
ま
す
。
時
代
の
ニ
ー
ズ
を
捉
え

た
ス
マ
ー
ト
な
区
役
所
づ
く
り
が

求
め
ら
れ
て
い
る
が
、
見
解
を
伺

い
ま
す
。

■
門
川
大
作
市
長
（
答
弁
）
庁
舎

ス
ペ
ー
ス
の
有
効
活
用
の
可
能
性

も
積
極
的
に
追
求
し
、 

区
役
所
機

能
の
大
胆
な
見
直
し
に
繋
げ
る
た

め
、
区
役
所
業
務
の
デ
ジ
タ
ル
化

と
将
来
の
区
役
所
機
能
の
在
り
方

を
検
討
す
る
「
庁
内
横
断
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」
を
速
や
か
に

設
置
し
、
取
組
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

■
豊
田
恵
美
議
員
（
質
問
）
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
、
日
本
人
の

活
躍
が
目
覚
ま
し
く
、
特
に
新
種

目
で
あ
る
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
、
自

転
車
・
B
M
X
で
の
若
い
選
手
の

活
躍
に
世
界
中
が
感
動
し
ま
し
た
。

市
民
ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ
て
い
る

中
、
公
園
の
利
活
用
等
の
観
点
を

踏
ま
え
、
専
用
の
練
習
ス
ペ
ー
ス

を
整
備
す
る
べ
き
で
す
。
宝
が
池

公
園
は
敷
地
面
積
も
広
大
で
、
低

利
用
・
未
利
用
地
は
多
く
残
さ
れ

て
い
ま
す
。
民
間
活
力
の
導
入
を

行
え
ば
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ゴ
ー
ル
の

設
置
や
各
種
練
習
場
所
の
確
保
等
、

更
な
る
利
活
用
の
可
能
性
が
高
い

公
園
で
す
が
、
見
解
は
い
か
が
で

宝
が
池
公
園
の
更
な
る
魅
力
向
上
に
向
け
て

1			今後の保育環境について
2			京都市の成長戦略について
3			職員の働き方について
4			地域の担い手確保について
5			消防団の充実について
6			不妊治療について
7			右京区の課題について（要望）

⃝田中たかのり議員の質問項目⃝

定
員
割
れ
施
設
半
数

保
育
内
容
の
充
実
と
丁
寧
な
利
用
調
整
を

ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
練
習
場
の
充
実
へ
！

ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
も
有
効
活
用
へ

子
育
て
世
代
の
京
都
市
か
ら
の
流
出

【
代
表
質
問
】

田
中
た
か
の
り 

議
員

⃝

右
京
区

9
月
市
会
（
9
月
30
日
）

1			公園をはじめとする市有財産の有効活用について

2		スマートな区役所づくりの推進について

3		京都の強みをいかしたＳＤＧｓの取組の強化について

4		女性が輝ける社会の実現について

5		人と森林の関係づくりの推進について

6		学力調査の結果を受けた今後の教育環境の充実につ
いて（要望）

⃝豊田恵美議員の質問項目⃝

豊
田
恵
美 

議
員

⃝

左
京
区

整
備
が
予
定
さ
れ
て
い
る

ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
練
習
場

令和3年11月14日 自由民主党京都市会議員団ニュース 第73号
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皆さん皆さんのの

ご意見・ご
要望

ご意見・ご
要望をを

お寄せ下さ
い

お寄せ下さ
い

●  新たな交通システム検討と更なる利便性
拡充を図ること

●  市立芸術大学移
転後は公共性の
高い施設整備に

●  京都御苑周辺の転落防止安全対策に継続し
て取り組むこと

●  小中一貫教育に
向けて課題に向
き合い解決に取
り組むこと

●  花背峠トンネル化を計画し、実現に向け
て進めること

●  左 京 区 南 部 の
土砂災害・水害
対 策 を 十 分 に
講じること

●  後院通の整備については、無電柱化と共に着
実に進めること

●  三条通（西高瀬
川並行部分）の
歩道拡幅を進め
ること

●  区役所について、時代に合わせた計画検
討を行うこと

●  JR西大路駅バ
リアフリー化の
根本目標である
南側の推進

●  新十条通以北の西野道と外環状線以東の新十
条通の早期整備

●  利便性が低下し
ている公共交通
機関の一日も早
い改善

●  JR 西大路駅北口新設に伴う梅小路公園へ
の動線の再整備

●  細街路や路地の
交通危険箇所の
洗い出しと安全
対策強化

●  阪急京都線と西小路通が交
差する道路・踏切の改良

●  桂川の治水対策について早
期に完全なる対策の実現を

●  七 条 通 の 拡 幅
整 備 は、 可 能
な 取 組 か ら 進
めること

●  生活の生命線である山間地
域道路の通行と通信機器の
確保を

●  東山区をモデル地域に指定
し、人口増加策を構築する
こと

●  醍醐コミュニティバスが安定
運用できる施策を講じること

●  JR 稲荷駅西側の環境整備に
早急に取り組むこと

●  大手筋通の無
電柱化及びバ
リアフリー化
事業の早期完
了

西
京
区

上
京
区

左
京
区

中
京
区

南
区

山
科
区

下
京
区

北
区

東
山
区

右
京
区

伏
見
区

各
区
の
予
算
要
望
の
項
目

る
と
と
も
に
、
負
担
の
先
送
り
の

解
消
を
図
り
つ
つ
未
来
に
責
任
を

持
つ
。
大
胆
な
成
長
戦
略
で
未
来

を
切
り
拓
く
改
革
で
す
。
時
代
の

変
化
を
見
据
え
、
今
後
の
展
望
を

市
民
と
共
有
し
、
魅
力
あ
ふ
れ
る

京
都
を
次
世
代
に
つ
な
げ
て
い
く

覚
悟
で
す
。

え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
現
状
を
市
民
の
皆
様
に
ど

う
理
解
し
て
も
ら
う
の
か
。
何
故

こ
う
な
っ
た
の
か
。
ど
う
変
え
て

い
く
の
か
。
市
長
は
こ
の
決
算
を

ど
う
捉
え
、
行
財
政
改
革
に
当
た

り
市
民
に
何
を
伝
え
る
の
か
、
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

■
門
川
大
作
市
長
（
答
弁
）
市
民

サ
ー
ビ
ス
の
維
持
に
重
き
を
置
い

た
結
果
、
改
革
が
不
十
分
と
な
り
、

収
支
不
均
衡
が
続
い
て
き
た
こ
と

を
真
摯
に
受
け
止
め
、
反
省
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
財
政
の
現

状
等
を
し
っ
か
り
と
踏
ま
え
、
コ

ロ
ナ
禍
で
の
市
民
生
活
や
京
都
経

済
を
支
え
つ
つ
、
あ
ら
ゆ
る
施
策

に
つ
い
て
、
単
に
他
都
市
並
に
削

減
す
る
の
で
は
な
く
、
高
齢
化
に

伴
い
増
加
す
る
福
祉
予
算
の
確
保

の
た
め
、
持
続
可
能
性
を
追
求
し

再
構
築
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
見
直
し
の
基
準
は
も
と

■
津
田
大
三
議
員
（
質
問
）
昨
年

度
決
算
で
は
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
で

観
光
の
お
客
様
が
激
減
し
、
京
都

経
済
全
体
に
及
ん
だ
こ
と
で
市
税

収
入
は
大
き
く
落
ち
込
み
ま
し
た
。

一
方
、
積
極
的
な
コ
ロ
ナ
対
策
の

結
果
、
歳
入
歳
出
は
過
去
最
大
の

1
兆
円
を
超
え
、
特
別
の
財
源
対

策
前
の
収
支
は
1
7
2
億
円
の
赤

字
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
に
よ
り
大
き
な
影
響
を

受
け
た
こ
と
は
事
実
で
す
が
、
一

方
で
、
漫
然
と
続
け
て
き
た
施
策

が
時
代
や
ニ
ー
ズ
と
ず
れ
、
大
き

な
課
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
も
事

実
で
す
。

　

日
本
は
少
子
化
・
超
高

齢
化
が
大
き
く
進
み
、
生

産
年
齢
人
口
（
弱
者
を
支

え
る
べ
き
人
の
数
）
は

1
2
0
0
万
人
以
上
減
少

し
、
総
人
口
の
60
％
を
割

り
込
み
50
％
に
近
づ
い
て

い
ま
す
。

　

現
在
、
様
々
な
補
助
金

の
カ
ッ
ト
な
ど
が
、
メ

デ
ィ
ア
等
の
色
々
な
形
で

取
り
沙
汰
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
例
え
ば
、
敬
老
乗
車

証
と
同
様
の
市
バ
ス
・
地

下
鉄
に
乗
り
放
題
の
定
期

券
を
一
般
の
方
が
購
入
す

る
と
年
間
20
万
5
5
2
0

円
掛
か
り
ま
す
。
こ
れ
を

誰
が
ど
ん
な
割
合
で
負
担

す
れ
ば
全
て
の
世
代
に
納

得
い
た
だ
け
る
の
か
を
考

よ
り
、
施
設
や
サ
ー
ビ
ス
の
維
持

に
必
要
な
市
税
等
の
公
費
負
担
と

利
用
者
負
担
の
適
正
な
割
合
を
示

し
て
ま
い
り
ま
す
。
少
子
高
齢
化
、

デ
ジ
タ
ル
化
、
災
害
の
激
甚
化
、

新
し
い
生
活
様
式
な
ど
、
社
会
経

済
情
勢
の
変
化
に
対
応
し
、
市
民

生
活
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
を
守

井
上
よ
し
ひ
ろ

田
中
た
か
の
り
森
田
　
　
守

西
村
　
義
直

寺
田
　
一
博

豊
田
　
恵
美

加
藤
　
昌
洋

し
ま
も
と
京
司

𠮷
井
あ
き
ら

や
ま
ず
ま
い
子

田
中
　
明
秀

中
村
三
之
助

さ
く
ら
い
泰
広

津
田
　
大
三

椋
田
　
隆
知

富
　
き
く
お

下
村
あ
き
ら

山
本
　
恵
一

平
山
た
か
お

み
ち
は
た
弘
之

繁
　
　
隆
夫
橋
村
　
芳
和

1		令和2年度決算について

2		行財政改革の推進方針について

3		新型コロナウイルス感染症への対応について

4		文化庁の全面的移転について

5		コロナ禍における少子化対策について

⃝津田大三議員の質問項目⃝

コ
ロ
ナ
禍
以
前
の
構
造
問
題

原
因
を
示
し
市
民
に
ど
う
理
解
を
得
る
の
か

ど
う
す
る
！？
赤
字
の
京
都
市
財
政

津
田
大
三 

議
員

⃝

中
京
区

京
都
市
役
所

令和3年11月14日自由民主党京都市会議員団ニュース第73号

環境にやさしい
大豆油インキを使用しています。

環境にやさしい
大豆油インキを使用しています。
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